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新
年
早
々
、
え
っ
？
と
驚
く
数

字
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
平
成

28
年
度
「
り
ん
ご
の
消
費
量
都
道

府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と
、

長
野
県
は
岩
手
、
青
森
、
秋
田
に

次
い
で
4
番
目
。
え
っ
？
と
驚
く

の
は
、
1
年
間
に
食
べ
た
り
ん
ご

の
量
で
す
。
ト
ッ
プ
の
岩
手
で
も

27
・
6
個
。
長
野
は
20
・
3
個
。

33
位
の
東
京
に
至
っ
て
は
9
・
2

個
と
信
じ
ら
れ
な
い
少
な
さ
。

　
「
1
日
1
個
の
り
ん
ご
で
医
者

い
ら
ず
」
の
古
く
か
ら
の
言
い
伝

え
を
守
れ
ば
、
冬
の
3
か
月
間
毎

日
1
個
食
べ
る
と
、
ざ
っ
と
90
個
。

現
代
人
は
そ
の
1
／
4
以
下
…
。

　

薬
膳
で
も
り
ん
ご
は
、
下
痢
や

便
秘
、
血
圧
降
下
、
中
性
脂
肪
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
、
肺

を
潤
し
、
痰
を
切
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
風
邪
気
味
の
と
き

に
お
ス
ス
メ
の
り
ん
ご
の
く
ず
煮

を
紹
介
し
ま
す
。

　

り
ん
ご
1
個
は
、
8
等
分
し
て

3
％
の
塩
水
に
。
さ
ら
に
厚
め
の

い
ち
ょ
う
切
り
に
し
、
厚
手
の
鍋

に
50
㏄
の
水
を
加
え
蒸
し
ま
す
。

透
明
に
な
っ
た
ら
、
本
く
ず
粉
大

さ
じ
1
・
5
を
2
倍
の
水
で
溶
き

入
れ
、
透
明
に
な
る
ま
で
練
っ
て

で
き
あ
が
り
。

（
国
際
中
医
薬
膳
師　

小
清
水
由
良
）

ン
ゴ
」
と
名
高
い
、
青
森
県
の
木

村
秋
則
さ
ん
は
有
機
肥
料
さ
え
使

わ
な
い
「
自
然
栽
培
」
を
行
っ
て

い
る
。
石
川
県
羽は

咋く
い

市
で
は
行
政
、

農
協
、
農
家
が
協
力
し
て
自
然
栽

培
の
生
産
法
人
「
は
く
い
式
自
然

栽
培
合
同
会
社
」
を
設
立
し
て
Ｉ

タ
ー
ン
を
呼
び
込
も
う
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
作
物
の
本
来
持
つ
力

に
任
せ
る
「
自
然
農
法
」
さ
え
あ

る
。
高
橋
さ
ん
の
「
農
」
へ
の
興

味
と
疑
問
は
尽
き
な
い
。

　
「
こ
も
ろ
食
と
農
を
語
る
会
」は
、

2
月
4
日
に
小
諸
市
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
・
ス
テ
ラ
ホ
ー
ル
で
「
も

う
一
度
自
然
界
か
ら
学
ぼ
う
！
」

と
講
演
会
を
企
画
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
「
自
然
栽
培
＆
い
の
ち
を
未

来
に
伝
え
る
タ
ネ
」
で
、
講
師
は

関
野
幸
生
さ
ん（
自
然
栽
培
農
家
）

と
野
口
勲
さ
ん
（
固
定
種
の
種
苗

家
）。
関
野
さ
ん
は
無
肥
料
自
然

栽
培
に
つ
い
て
説
明
し
、
野
口
さ

ん
は
「
い
ま
、
な
ぜ
固
定
種
の
種

が
大
切
な
の
か
」
を
語
る
と
い
う
。

 

（
取
材
・
文　

佐
藤　

万
千 

子
）

実
践
の
た
め
の
会
で
、
こ
れ
ま
で

地
産
地
消
、
学
校
給
食
の
こ
と
、

ナ
タ
ネ
と
大
豆
の
栽
培
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

退
職
後
直
ち
に
高
橋
さ
ん
は
標

高
千
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
農
地
約
五

反
歩
を
手
に
入
れ
、農
家
に
な
っ
た
。

有
機
農
業
を
め
ざ
し
て「
堆
肥
と

無
農
薬
」で
始
め
た
も
の
の
、ヨ
ト

ウ
虫
や
ア
ブ
ラ
虫
に
よ
る
壊
滅
的

被
害
に
あ
っ
た
。
長
野
県
有
機
農

業
研
究
会
に
入
会
し
て
学
び
直
し
、

現
在
は
自
分
の
農
地
に
適
し
た
花

豆
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ズ
ッ
キ
ー

ニ
な
ど
を
主
に
栽
培
し
て
い
る
。

地
元
の
直
売
所
な
ど
に
出
荷
す
る

ほ
か
、
評
判
を
聞
い
た
遠
方
か
ら

の
発
送
依
頼
に
も
応
じ
て
い
る
。

　
「
農
」
に
対
す
る
高
橋
さ
ん
の

基
本
的
な
考
え
方
は
「
自
然
に
寄

り
添
う
こ
と
」。
固
定
種
（
在
来

種
、
昔
野
菜
と
も
い
う
）
を
使
っ

て
自
家
採
種
す
る
こ
と
が
理
想
と

は
思
う
が
、
こ
の
方
法
だ
け
で
は

日
本
の
食
を
賄
え
な
い
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
一
方
で
「
奇
跡
の
リ

た
。
就
職
し
た
の
は
臼
田
町
農
協

で
、
農
学
部
で
学
ん
で
き
た
理
論

の
実
践
の
場
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

水
稲
、
果
樹
、
花
き
、
キ
ノ
コ
の

栽
培
は
体
験
し
て
初
め
て
身
に
つ

い
た
、
と
自
信
を
持
っ
た
。

　

再
び
家
の
事
情
で
、
小
諸
市
内

に
転
職
せ
ざ
る
を
得
ず
「
農
」
は

家
庭
菜
園
の
楽
し
み
の
み
と
な
っ

た
が
「
定
年
退
職
後

は
営
農
す
る
」
と
決

心
し
て
い
た
。
当
時

は
輸
入
農
産
物
が
増

加
し
て
食
糧
自
給
率

は
40
％
に
低
下
、
日

本
農
業
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
た
。

「
こ
も
ろ
食
と
農
を

語
る
会
」
が
誕
生
し

た
の
は
そ
の
折
平
成

16
年
、
高
橋
さ
ん
は

事
務
局
を
引
き
受
け

た
（
現
在
は
会
長
）。

こ
の
会
は
、
食
と
農

に
関
心
を
持
つ
市
民

の
意
見
交
換
、
勉
強
、

　

高
橋
達
夫
さ
ん
は
農
家
の
出
身

で
な
い
が
、
大
学
の
農
学
部
で
育

種
と
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
就

職
先
が
岩
手
県
の
農
業
試
験
場
に

決
ま
っ
た
。「
農
」
に
対
す
る
考

え
方
や
生
き
方
を
尊
敬
し
て
い
る

宮
沢
賢
治
の
ふ
る
さ
と
だ
。
そ
の

矢
先
に
父
を
亡
く
し
、
岩
手
で
暮

ら
す
こ
と
な
く
小
諸
に
帰
っ
て
き

め
ざ
せ
！
り
ん
ご
1
日
1
個

ゆ
ら
さ
ん
の
四
季
の
薬
膳

めじかじ
通信
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自
然
に
寄
り
添
う
農
業

こ
も
ろ
食
と
農
を
語
る
会
会
長　

高
橋
達
夫
さ
ん
（
70
歳
）
＝
紺
屋
町
＝


